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と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
板

倉
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
学
ん
で
よ

か
っ
た
と
成
長
時
に
思
え
る
学
校

教
育
で
あ
る
こ
と
が
前
提
だ
と
強

く
感
じ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、

当
然
予
測
さ
れ
る
こ
と
は
、　

年
20

後
の
日
本
社
会
に
お
け
る
働
き
盛

り
で
あ
る　

代
労
働
力
人
口
の
最

40

小
化
現
象
で
す
。
そ
の
時
点
で
何

が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
今
以
上
の
外
国
資
本
（
資
金
・

労
働
力
）
の
流
入
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
の
中
で
生
き

て
い
く
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
。
厳
し
い
時
を
迎
え
る
こ
と

に
な
っ
て
も
慌
て
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
「
生
き
る
力
」
を 
涵  
養 
し

か
ん 
よ
う

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
、
知
徳
体
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る

人
間
を
目
指
し
た
教
育
、
基
礎
学

力
の
徹
底
を
通
し
て
、
学
力
水
準

の
向
上
を
目
指
し
た
教
育
に
専
心

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ　

総
務
学
校
係

�
内
線
６
１
１

　　

こ
の
た
び
、 
鈴  
木  
実 
前
教
育
長

す

ず
 
き 

み
の
る

の
あ
と
を
引
き
継
ぎ
、
教
育
長
の

大
役
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
鈴
木
優
で
す
。
微
力
な
が

ら
板
倉
町
教
育
の
充
実
、
発
展
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
か
町

民
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
「
不
易
流
行
」
の
信
条
と

「
や
る
と
き
は
や
る
」
の
精
神
と

「
誠
心
誠
意
」の
心
で
多
く
の
人
々

に
接
し
な
が
ら
、
ま
た
多
く
の

人
々
か
ら
の
支
援
を
頂 
戴 
し
な
が

だ
い

ら
こ
れ
ま
で
生
き
て
参
り
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
生
き
方
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
に
奉
職
す

る
こ
と
に
な
っ
た
今
、
本
当
に
う

れ
し
く
思
う
と
同
時
に
、
身
の
引

き
し
ま
る
思
い
で
す
。
私
は
板
倉

町
の
人
間
、
風
土
、
自
然
が
大
好

き
で
す
。
同
級
生
も
多
く
居
住

し
、
今
で
も
旧
交
を
温
め
て
い
ま

す
。
彼
ら
は
い
ざ
と
い
う
と
き
に

は
実
に
頼
り
に
な
る
存
在
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
団
塊
の
世
代
だ

か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
心
地
良
さ
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
目
を
日
本
社
会
に
向
け

た
と
き
、
大
変
気
に
な
る
の
が
少

子
高
齢
化
で
す
。
こ
こ
板
倉
町
に

も
例
外
な
く
そ
の
波
が
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。
１
学
年
に
４
〜
５
学

級
あ
っ
た
時
代
の
こ
と
を
考
え
る

と
信
じ
ら
れ
な
い
現
実
が
あ
り
ま

す
。
板
倉
町
か
ら
巣
立
っ
て
い
っ

た
若
者
た
ち
の
回
帰
を
願
う
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
し
た
ら
回
帰
し
て
く
れ
る

の
か
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
だ

生
き
る
力
を
育
む
教
育
を
目
指
し
て

　
　
　

経　

歴

昭
和　

年　

月
生
ま
れ
。
大
字

24

12

板
倉
在
住
。
昭
和　

年
４
月
、

52

西
邑
楽
高
等
学
校
に
新
任
英
語

教
諭
と
し
て
赴
任
後
、
館
林
商

工
高
校
、
太
田
高
校
で 
教  
鞭 
を

き
ょ
う 
べ
ん

執
る
。
平
成　

年
４
月
か
ら
教

14

頭
と
し
て
桐
生
市
立
商
業
高
校
、

太
田
東
高
校
、
平
成　

年
４
月

17

か
ら
は
校
長
と
し
て
大
間
々
高

校
、
太
田
高
校
で
勤
務
し
、
平
成

　

年
３
月
退
職
。

22

教育長に鈴木 優氏 
1月21日の教育委員会議において教育長に

 鈴  木  優 氏が選任されました。
すず き まさる

就任にあたってのあいさつをお届けします。

教
育
委
員
名
簿

役　
　

職

教
育
委
員
長 　
 (再任)

委
員
長
職
務

代
理
者

教
育
委
員

教
育
委
員

教
育
長 　
(新任)

 
氏　
　

名

 
増  
田   
靖  
夫 

ま
す 
だ 

や
す 
お

 
小
林  

こ
ば
や
し 

信  
哉 

し
ん 
や

 
景  
山  

か
げ 
や
ま 
初  
女 

は
つ 
め

 
小
島  

こ

じ

ま 
正
盛 

し
ょ
う
せ
い

 
鈴  
木  

す
ず 
き
 
優  
ま
さ
る

　

生
ま
れ
育
っ
た
板
倉
で

　

少
子
高
齢
化
に
向
け

　

私
の
目
指
す
教
育
と
は

Ｓ
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献血にご協力ください

日時　３月４日(月)
○午前の部　午前10時～正午
○午後の部　午後１時～３時30分
場所　総合福祉センター
問合せ　福祉係　�内線３１２

　

県
で
は
、
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
支
給
の
要
件
を
満
た
し
て

い
て
、
ま
だ
受
給
し
て
い
な
い
か

た
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
扶
養
手
当

対
象　

次
の
要
件
を
満
た
す
児
童

を
監
護
す
る
母
子
家
庭
な
ど
の

母
、
監
護
し
生
計
を
同
じ
く
す
る

父
子
家
庭
な
ど
の
父
ま
た
は
養
育
者

要
件　
　

歳
に
達
す
る
日
以
後
の

18

最
初
の
３
月　

日
ま
で
の
間
に
あ

31

る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

○
父
母
が
離
婚

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡

○
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
者

○
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

○
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

○
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た

○
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁

○
未
婚
の
母
の
子

手
当
額（
月
額
）

９，
７
８
０
円
〜
４
１，
４
３
０
円

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定

の
障
害
の
あ
る　

歳
未
満
の
児
童

20

を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
養
育
者

手
当
額（
月
額
）

・
１
級　

５
０，
４
０
０
円

・
２
級　

３
３，
５
７
０
円

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
１

　

特
定
疾
患
な
ど
の
患
者
ま
た
は

そ
の
保
護
者
の
福
祉
増
進
を
目
的

に
、
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

①
承
認
期
間
が
平
成　

年　

月
１

24

10

日
以
降
の
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
を
持
つ
町
内
在
住
の
か
た

②
有
効
期
間
が
平
成　

年
７
月
１

24

日
以
降
の
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
を
持
つ
児
童
の
保
護

者
で
、
町
内
在
住
の
か
た

支
給
額　

月
当
た
り
３，
０
０
０
円

申
請
期
限　

３
月
４
日　
(月)

申
請
に
必
要
な
も
の

①
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
ま
た

は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証

②
郵
便
局
以
外
で
、
対
象
者
本
人

名
義
の
通
帳

③
印
鑑

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ

福
祉
係

�
内
線
３
１
1

特
定
疾
患
患
者
等
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

有
効
期
限
に
ご
注
意
を

　

ｅ－

Ｔ
Ａ
Ｘ
で
確
定
申
告
を
す

る
た
め
に
は
、
電
子
証
明
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
電
子
証
明
書
は

役
場
で
取
得
で
き
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
内
に
記
録
さ
れ
、
そ
の

有
効
期
限
は
３
年
間
で
す
。
カ
ー

ド
券
面
に
記
載
の
有
効
期
限
と
は

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
有
効
期
限
満
了
日
の
３
か
月

前
か
ら
更
新
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

必
要
な
も
の　

住
基
カ
ー
ド
、
運

転
免
許
証
な
ど
の
公
的
証
明
書

手
数
料　

５
０
０
円

そ
の
他　

有
効
期
限
内
で
も
氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
の

い
ず
れ
か
が
変
更
と
な
っ
た
場
合

は
電
子
証
明
書
は
失
効
し
ま
す
。

▼
新
た
に
住
基
カ
ー
ド
を
取
得
す

る
場
合
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で
に

約　

日
か
か
り
ま
す
。

10
必
要
な
も
の　

運
転
免
許
証
な
ど

の
顔
写
真
付
の
公
的
証
明
書
、
写

真
付
を
希
望
す
る
場
合
は
写
真

手
数
料　

５
０
０
円

※
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
制

度
を
利
用
す
る
か
た
は
免
除

そ
の
他　

顔
写
真
付
の
公
的
証
明

書
が
な
い
場
合
は
照
会
書
を
ご
自

宅
に
送
付
し
ま
す
。
後
日
照
会
書

を
役
場
に
持
参
し
て
い
た
だ
き
本

申
請
と
な
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

�
内
線
２
３
２

電
子
証
明
書

特
定
疾
患
見
舞
金

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
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